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自主防災組織代表者 殿 

 

八王子市自主防災団体連絡協議会 

会長  遠藤 一男 

 

令和８年度（2026年度）積み土のう体験会の開催について（通知） 

 

日頃より、八王子市自主防災団体連絡協議会の運営に格別のご理解とご協力を賜り、厚く

お礼申し上げます。 

 さて、本協議会では、今後発生が懸念される風水害への備えとして、自分でできる浸水対

策である土のうの作成等を体験する研修を開催いたします。 

 つきましては、地域防災力の向上のため、積極的にお申し込みくださいますようご案内申

し上げます。 

 

記 

 

 

研 修 概 要 

実施日時 令和８年（2026年）11月 10日（火）10時 00分から 12時 00分まで 

研修場所 警視庁多摩総合庁舎 （東京都立川市緑町 3280番地） 

研修(訓練)

内容 
別紙１ 参照 

集合日時 

・場所 

令和８年（2026年）11月 10日（火） ８時 45分 

八王子市役所 市民駐車場 

行程 

8時 45分 集合 八王子市役所 市民駐車場にて参加者受付 

9時 00分 出発  

9時 45分 到着 小休憩 

10時 00分 

～ 

12時 00分 

研修 上記「研修（訓練）内容」のとおり 

12時 15分 出発 点呼 

13時 00分 到着 八王子市役所 市民駐車場にて解散 

募集定員 45名 
※ １団体２名まで申し込みができます。 

※ 申込数が定員を超えた場合、抽選となります。 

申込期間 令和８年（2026年）10月 13日（火）17：00まで 



問合せ先 

  事務局（八王子市生活安全部防災課内） 

〒192-8501 八王子市元本郷町３－２４－１ 

担 当     和田・氏家・赤穂 

電 話（直通） ０４２－６２０－７２０７ 

ファックス   ０４２－６２６－１２７１ 

メール   b210300@city.hachioji.tokyo.jp 

服装等 

１ 動きやすい服装と靴でご参加ください。 

２ サンダルやかかとの高い靴はご遠慮ください。 

３ 雨天決行となります。カッパ等をご持参ください。 

４ 必ずタオルと飲料をご持参ください。 
  ※研修先に着替えるスペースはあります。 

   自動販売機・売店等はありません。 

申込方法 

研修の申し込みについては、Logoフォーム（電子申請）での申し込み

を基本とします。 

Logo フォームでの申し込みは以下に記載の二次元コードよりお申込みく

ださい。 

リンクはこちら→ https://logoform.jp/f/OG5m6 

※Logoフォームとは、インターネットで研修等に簡単に申し込める電子サ

ービスです。 

⑴ 申込期間終了後、申込のあった団体に抽選結果通知を送付します。 

⑵ 今年度分担金未納団体は参加ができませんので、ご了承ください。 

 分担金の納入期限は令和８年７月１日（水）までとなっております。 

⑶ 八王子市公式ホームページ内、八王子市自主防災団体連絡協議会ペー

ジからもお申込みいただけます。 

⑷ インターネット環境がない等、Logoフォームでの申請が難しい団体は

以下の問い合わせ先までご連絡願います。 

 

 

 

 

その他 

１ 本研修は雨天決行となります。ただし、災害発生時や気象状況を踏ま

え、本研修を中止させていただく場合があります。中止の場合、参加団体

に別途連絡します。 

２ 本研修は屋外での実技訓練となります。高温多湿な気象が予想されます

ので、体力に不安がある方のご参加はお控えください。 

３ 本研修について、警視庁多摩総合庁舎及び八王子警察署への直接の連絡 

 は、お控えください。 

４ 体調が優れない方、発熱等の症状がある方は、事務局までご連絡のうえ、

参加をお控えください。 

５ 現地集合・現地解散は出来ません。 

６ 昼食等の提供はありません。バス車内で飲食することは出来ますが、匂

いが強いものはお控えください。 



別紙１ 

積み土のう体験会 研修(訓練)内容 
 

 

１ 土のう作成 

 実際に土のう袋に砂を詰め、水防工法用の土のうを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 積み土のう工法体験 

 作成した土のうを積み上げ、土のうの壁を築きます。これは積み土のう工法と呼ばれ、大雨時等に水の 

 侵入を防ぐ効果があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 積み土のう工法による、浸水防護の実演 

 研修で築いた積み土のう工法に水流をぶつけることにより、土のうによる浸水を防ぐ効果を実際に確認 

 します。 

 

 


